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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自　平成27年５月１日
至　平成27年10月31日

自　平成28年５月１日
至　平成28年10月31日

自　平成27年５月１日
至　平成28年４月30日

売上高 （千円） 5,099,955 6,361,311 11,410,912

経常利益 （千円） 379,471 464,211 1,021,153

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 268,032 270,137 678,017

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 212,062 282,525 597,686

純資産額 （千円） 4,924,932 5,318,427 5,316,779

総資産額 （千円） 9,406,699 10,055,479 10,151,304

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 61.92 62.51 156.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 61.60 62.20 155.78

自己資本比率 （％） 52.3 52.9 52.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △92,288 196,419 755,358

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △669,932 △150,207 △730,762

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 551,314 △366,486 375,834

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 948,246 1,239,310 1,559,584

 

回次
第45期
第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年８月１日
至　平成27年10月31日

自　平成28年８月１日
至　平成28年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.38 41.69

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高、株安の影響や新興国経済の先行き不透明な状況が続く

なかで、企業収益の足踏みや個人消費の伸び悩みが見られましたものの、雇用・所得環境の改善が維持されると共

に政府の各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調が継続いたしました。

　当社グループが関係する安全機材業界及びサインメディア業界におきましては、公共事業投資は国土インフラ整

備や震災関連復旧事業を下支えとして堅調な動きとなっており、民間設備投資もおおむね持ち直し傾向にある等、

総体として底堅い動きの中で推移しております。

　このような状勢のもと、当社グループは経営理念に基づく総合安全産業立脚へと、東日本地区における関東ロジ

スティクス並びに西日本地区における鳥栖ロジスティクスの物流システムの機能的活用と営業拠点ネットワーク網

の更なる有効化による新規営業展開並びに取引深耕化等、地域シェア拡大へと注力すると共に、震災復旧復興事業

等への積極的な参画やインターネットを活用したサインメディア関連事業の進捗に努める等、安全やサインメディ

アへの様々なニーズに広範囲に且つ適切にお応えするべくグループ全体のシナジー効果へと取り組みを進めてまい

りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高6,361百万円（前年同四半期比24.7％増）、営業利益466

百万円（前年同四半期比30.6％増）、経常利益464百万円（前年同四半期比22.3％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益270百万円（前年同四半期比0.8％増）となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ320百万円減少し、1,239

百万円となり、前年同四半期比291百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況に関しましては、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果増加した資金は196百万円（前年同四半期は92百万円の減

少）となりました。主な要因は、売上債権の増加178百万円、仕入債務の減少29百万円、法人税等の支払額260百万

円があったものの、税金等調整前四半期純利益464百万円、賞与引当金の増加64百万円、たな卸資産の減少75百万

円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果減少した資金は150百万円（前年同四半期は669百万円の減

少）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出155百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果減少した資金は366百万円（前年同四半期は551百万円の増

加）となりました。主な要因は、長期借入による収入100百万円があったものの、長期借入金の返済による支出175

百万円、自己株式の取得による支出85百万円、配当金の支払額194百万円等によるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,050,500

計 18,050,500

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年10月31日）

提出日現在発行数（株）
 

（平成28年12月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,512,640 4,512,640 福岡証券取引所 単元株式数100株

計 4,512,640 4,512,640 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年８月１日～

平成28年10月31日
－ 4,512,640 － 697,266 － 660,866
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（６）【大株主の状況】

  平成28年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

青山　悦子　 福岡市中央区　 445 9.87

グリーンクロス社員持株会　
福岡市中央区小笹５丁目22-34

株式会社グリーンクロス内　
390 8.65

柴田　泰三　 福岡市南区　 256 5.67

㈱グリーンクロス　 福岡市中央区小笹５丁目22-34　 237 5.27

東條 優 東京都新宿区 176 3.91

井上　愛 福岡市南区　 176 3.91

中野　淑　 福岡市南区 176 3.91

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR:　

FIDELITY SR INTRINSIC

OPPORTUNITIES FUND

（常任代理人　㈱三菱東京UFJ銀行）

245　SUMMER STREET BOSTON,MA 02210

U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

130 2.88

㈱西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１－１ 128 2.83

新海　秀治 愛知県知多郡阿久比町 103 2.29

計 － 2,221 49.23

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年10月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　237,900 － －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　4,274,700 　　　　　　42,747 －

 単元未満株式 普通株式　　　　 40 － －

 発行済株式総数 　　　　　4,512,640 － －

 総株主の議決権 － 　　　　　　42,747 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式は、自社保有の自己株式であります。

 

②【自己株式等】

平成28年10月31日現在
 

所有者の氏名又は名称  所有者の住所
自己名義所有株

式数（株）

他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合（％）

株式会社グリーンクロス
福岡市中央区小笹五丁

目22番34号
237,900 － 237,900 5.27

計 － 237,900 － 237,900 5.27

 

EDINET提出書類

株式会社グリーンクロス(E03279)

四半期報告書

 5/17



２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年８月１日から平

成28年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,559,584 1,239,310

受取手形及び売掛金 ※２ 2,702,266 2,880,294

商品及び製品 1,386,760 1,347,365

レンタル品 476,804 427,005

原材料及び貯蔵品 142,216 156,125

その他 177,955 183,749

貸倒引当金 △14,064 △17,208

流動資産合計 6,431,523 6,216,641

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 719,781 720,727

土地 1,809,829 1,907,939

その他（純額） 123,591 177,448

有形固定資産合計 2,653,202 2,806,114

無形固定資産   

のれん 709,777 672,421

その他 22,198 22,498

無形固定資産合計 731,975 694,919

投資その他の資産   

投資有価証券 234,791 240,453

その他 131,850 129,475

貸倒引当金 △32,040 △32,125

投資その他の資産合計 334,602 337,803

固定資産合計 3,719,781 3,838,838

資産合計 10,151,304 10,055,479
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 2,583,515 2,553,634

1年内返済予定の長期借入金 350,000 369,992

未払法人税等 275,228 224,790

賞与引当金 288,000 352,400

役員賞与引当金 30,000 -

その他 349,236 344,645

流動負債合計 3,875,980 3,845,462

固定負債   

長期借入金 902,760 807,768

その他 55,785 83,821

固定負債合計 958,545 891,589

負債合計 4,834,525 4,737,052

純資産の部   

株主資本   

資本金 697,266 697,266

資本剰余金 675,240 675,240

利益剰余金 3,970,473 4,045,414

自己株式 △85,556 △171,236

株主資本合計 5,257,424 5,246,685

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 58,252 70,692

その他の包括利益累計額合計 58,252 70,692

新株予約権 489 489

非支配株主持分 613 561

純資産合計 5,316,779 5,318,427

負債純資産合計 10,151,304 10,055,479
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年５月１日
　至　平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年10月31日)

売上高 5,099,955 6,361,311

売上原価 3,048,349 3,878,771

売上総利益 2,051,606 2,482,539

販売費及び一般管理費 ※ 1,694,570 ※ 2,016,111

営業利益 357,036 466,428

営業外収益   

受取利息 2,652 30

受取配当金 2,320 2,011

投資事業組合運用益 16,897 -

雑収入 4,262 1,379

営業外収益合計 26,133 3,421

営業外費用   

支払利息 2,932 3,204

投資事業組合運用損 - 505

為替差損 547 1,046

雑損失 218 881

営業外費用合計 3,697 5,637

経常利益 379,471 464,211

特別利益   

投資有価証券償還益 64,000 -

特別利益合計 64,000 -

税金等調整前四半期純利益 443,471 464,211

法人税、住民税及び事業税 155,290 203,185

法人税等調整額 20,173 △9,059

法人税等合計 175,463 194,126

四半期純利益 268,008 270,085

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △24 △52

親会社株主に帰属する四半期純利益 268,032 270,137
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年５月１日
　至　平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年10月31日)

四半期純利益 268,008 270,085

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △55,945 12,440

その他の包括利益合計 △55,945 12,440

四半期包括利益 212,062 282,525

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 212,086 282,577

非支配株主に係る四半期包括利益 △24 △52
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年５月１日
　至　平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 443,471 464,211

減価償却費 43,239 48,911

のれん償却額 2,739 37,356

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,529 3,229

賞与引当金の増減額（△は減少） △37,000 64,400

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,000 △30,000

受取利息及び受取配当金 △4,973 △2,041

支払利息 2,932 3,204

投資事業組合運用損益（△は益） △16,897 505

助成金収入 △1,218 -

投資有価証券償還損益（△は益） △64,000 -

売上債権の増減額（△は増加） △171,435 △178,028

たな卸資産の増減額（△は増加） 37,737 75,284

仕入債務の増減額（△は減少） △56,722 △29,880

その他 3,196 1,042

小計 148,539 458,195

利息及び配当金の受取額 4,973 2,041

利息の支払額 △2,932 △3,204

助成金の受取額 1,218 -

法人税等の支払額 △244,088 △260,613

営業活動によるキャッシュ・フロー △92,288 196,419

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △29,078 △155,026

無形固定資産の取得による支出 △3,450 △2,868

投資有価証券の取得による支出 △98 △104

投資有価証券の償還による収入 100,000 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△756,056 -

出資金の分配による収入 19,150 11,837

貸付けによる支出 - △600

貸付金の回収による収入 889 491

その他 △1,288 △3,937

投資活動によるキャッシュ・フロー △669,932 △150,207

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 900,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △167,019 △175,000

リース債務の返済による支出 △4,222 △11,195

自己株式の処分による収入 3,294 -

自己株式の取得による支出 - △85,680

配当金の支払額 △180,738 △194,611

財務活動によるキャッシュ・フロー 551,314 △366,486

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △210,907 △320,274

現金及び現金同等物の期首残高 1,159,154 1,559,584

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 948,246 ※ 1,239,310
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年４月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年10月31日）

受取手形裏書譲渡高 8,217千円 12,750千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、前連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度

末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成28年４月30日）

当第2四半期連結会計期間

（平成28年10月31日）

受取手形

支払手形

65,311千円

8,239

-千円

-

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年５月１日
　　至 平成27年10月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
　　至 平成28年10月31日）

給料 665,653千円 760,522千円

賞与引当金繰入額 208,864 286,596

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年５月１日
至 平成27年10月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日）

現金及び預金勘定 948,246千円 1,239,310千円

現金及び現金同等物 948,246 1,239,310
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年５月１日　至　平成27年10月31日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総

額（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年７月29日

定時株主総会
普通株式 181,746 42.00 平成27年４月30日 平成27年７月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年５月１日　至　平成28年10月31日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総

額（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月27日

定時株主総会
普通株式 195,196 45.00 平成28年４月30日 平成28年７月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年５月１日　至　平成27年10月31日）

当社グループは、道路安全資材、建築防災用品、保安用品、保護具及び各種看板・標識等サインメディアの

製作、販売、レンタルを行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年５月１日　至　平成28年10月31日）

当社グループは、道路安全資材、建築防災用品、保安用品、保護具及び各種看板・標識等サインメディアの

製作、販売、レンタルを行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年５月１日
至　平成27年10月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年５月１日
至　平成28年10月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 61円92銭 62円51銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
268,032 270,137

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
268,032 270,137

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,328 4,321

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 61円60銭 62円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
- -

普通株式増加数（千株） 22 21

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年12月14日

株式会社グリーンクロス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 馬場　正宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城戸　昭博　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グ

リーンクロスの平成２８年５月１日から平成２９年４月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２８

年８月１日から平成２８年１０月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２８年５月１日から平成２８年１０月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グリーンクロス及び連結子会社の平成２８年１０月３１日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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